
小さな拠点づくりとは？
住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、様々な課題の解決が必要です。
そのために知恵を出し合い、計画をつくって出来ることから
少しずつ取り組んでいくことが「小さな拠点づくり」です。

都賀本郷地区は、美郷町の南西部に位置しており、飯南町との町境にあります。出雲大社本殿中央の柱「心御柱（しんの

みはしら）」として奉納された約10mの大木は、江戸時代にこの地区にある松尾山八幡宮から切り出されたと言われてい

ます。松尾山八幡宮では毎年10月に行われる例祭に合わせて「伝統芸能と光の祭典」を開催。竹林整備も兼ねて伐採し

た竹で作られる数千本の竹灯籠は、奉納される神楽と共に幻想的な夜を彩ります。近年では町内外から多くの観光客が

訪れ、地域の一大イベントとなっています。

歴史と伝統に触れ、
幻想的な秋の一夜を演出する光
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地域課題の対策を進めていくための
体制と、それを行う拠点を維持して
いくことが目標です。
また、まちづくりに関わる各地域団
体との連携体制を強化することで、
お互いの課題を共有し解決に向け
協議を進めています。まちづくりを行
う事務局運営の人材確保が大きな
課題であり、そのためにも自治会や
各地域団体が、共通の人材を雇用す
ることも検討しています。

旧大和村の中心地として栄えた都賀本郷地
区は、JR石見都賀駅や金融機関など町の主
要な施設がありましたが、2004年の町村合
併後は役場機能が旧邑智町へ移り、JR三江
線の廃線、商店の閉鎖や金融機関の撤退など
が相次ぎ、地域活力の停滞が課題となってい
ました。合併にあわせて2004年に設立した都
賀本郷連合自治会では、そのような地域課題
を解決するため、地域が自立し、地域の維持・
活性化及び福祉を充実させることを目標に、
様々な取り組みを進めています。

情報の発信や産業づくりを行う担い手を
外部から募り、自治会を中心とした地域
の人たちと共に新しい視点からのまちづ
くりを進めています。その取組の中で
2020年にインドネシアから移住した地
域おこし協力隊の夫妻が、地区内の高齢
者らと共に栽培した野菜や町が進める
遊休農地を活用し育てた薬草などを使
い、辛味調味料「サンバル」や「またたび
コーラ」の商品化を実施。地域を代表す
る商品の開発・販売に取り組んでいます。

移住された方が頑張っ
ている姿を見るとうれ
しいですし、何か協力し
なければと思います。み
んなで一緒に地域を盛
り上げていきたいです。
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商店の減少に伴い、｢住民同士の交
流の機会や場所も無くなった｣との
声から、高齢者の方が気軽に集まれ
る場所として2019年に高齢者ふれ
あい施設「笑学館」を設置しました。
誰でも自由に施設を利用できる他、
毎週1回ものづくり等の様々なワー
クショップを開催しています。高齢者
だけではなく、子どもや若者を含めた
地域全体の交流拠点となっていま
す。
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